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こ
の
手
紙
に
は
、
宗
像
と
い
う
地
名
が
出
て

き
て
い
ま
す
。
手
紙
の
主
は
、
幼
少
期
を
宗
像

で
過
ご
し
た
林
市
造
さ
ん
と
い
う
人
で
す
。

　
市
造
さ
ん
は
、
２
歳
の
時
に
父
が
急
死
。
そ

の
前
後
、
母
の
実
家
で
あ
る
吉
武
で
約
10
年
間

1〜8、12〜16 9、10 ユリックス・
サラダ 議会だより

11 16、18 17 18

お知らせ 社協だより 市民学習
ネットワーク 市民 施設だより そうだん

　温水洗浄便座の電源を切ると、年間のCO2削減量は
15.0kg－CO2、年間節約額は710円になります（経
済産業省「家庭の省エ
ネ徹底ガイド」から）。

夏はトイレの便座暖房をＯＦＦにしましょう

CO2を減らして地球に優しく！ 平成27年８月1日号

お知らせ

燃やすごみ収集の休み
８月13日（木）～同15日（土）

　盆の期間、燃やすごみの収集を休みま
す（大島地区を除く）。協力をお願いし
ます。
＊粗大ごみ、資源物受入施設、宗像清掃
工場（自己搬入）、不燃物埋立処理場、大島自己搬入
は通常どおり受け付けます
＊資源物受入施設、宗像清掃工場（自己搬入）は、盆前

後、利用者が多く混み合いま
す。時間に余裕を持って利用
してください
■問い合わせ先
　環境課　☎（36）1421

止 おしり ビデ ムーブ

停 高温水

前

節電 ノズル
掃除

後

ノズル位置

水　勢温度調節

便座

季節に
合わせて
温度
調整も

ＯＦＦ

黙
と
う
を 

さ
さ
げ
ま
し
ょ
う

　
先
の
大
戦
で
亡
く
な
っ
た
人
を
追
悼
し
、

平
和
な
世
界
の
実
現
を
祈
念
す
る
た
め
、

全
国
で
式
典
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
家
庭
や

職
場
、
地
域
で
も
、
戦
没
者
・
原
爆
死
没

者
の
め
い
福
と
恒
久
平
和
を
願
っ
て
、
１

分
間
の
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。

●
日
時

▽
広
島
原
爆
投
下
の
日
＝

　
８
月
６
日
（
木
）
午
前
８
時
15
分

▽
長
崎
原
爆
投
下
の
日
＝

　
８
月
９
日
（
日
）
午
前
11
時
２
分

▽
終
戦
記
念
日
＝
８
月
15
日
（
土
）
正
午

■
問
い
合
わ
せ
先

　
高
齢
者
支
援
課
　
☎
（
36
）
９
２
８
８

　

今
年
は
終
戦
か
ら
70
年
と
い
う
節
目
の
年
。
先
の
大
戦
を
記
憶
し

て
い
る
人
も
年
々
減
り
つ
つ
あ
る
今
、
平
和
を
守
り
、
戦
争
の
惨
禍

を
二
度
と
繰
り
返
さ
な
い
た
め
に
は
、
い
か
に
後
世
に
戦
争
の
こ
と

を
伝
え
て
い
く
か
が
重
要
で
す
。
宗
像
に
も
亡
く
な
っ
た
人
が
た
く

さ
ん
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
特
攻
で
亡
く
な
っ
た
若
者
が
、
母
に
あ

て
て
書
い
た
手
紙
を
紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

秘
書
政
策
課
広
報
報
道
担
当　

☎（
36
）
１
０
５
５

　
お
母
さ
ん
、
と
う
と
う

悲
し
い
便
り
を
出
さ
ね
ば

な
ら
な
い
と
き
が
来
ま
し

た
。「
親
思
ふ
心
に
ま
さ

る
親
心
　
今
日
の
お
と
ず

れ
な
ん
と
聞
く
ら
む
」
こ

の
歌
が
し
み
じ
み
と
思
わ

れ
ま
す
。
…
こ
の
手
紙
は

出
撃
を
明
後
日
に
ひ
か
え

て
書
い
て
い
ま
す
。
…
博

多
上
空
を
通
り
ま
す
。
宗

像
の
方
も
通
り
ま
す
か

ら
。
桜
の
西
公
園
を
遠
目

に
遥
か
上
空
よ
り
お
別
れ

し
ま
す
。
…
（
一
部
抜
粋
）

 

決
し
て

 

忘
れ
て
は
い
け
な
い

戦
後
70
年

市
造
さ
ん
が
母
に
あ
て
た
手
紙
を
掲
載
し

て
い
る
「
母
へ
の
遺
書
・
沖
縄
特
攻
」
林

市
造
／
著
・
多
田
茂
治

生
活
し
て
い
ま
し
た
。
京
都
帝
国
大
学

に
入
学
す
る
も
、
学
徒
出
陣
で
海
兵
団

に
入
団
。
操
縦
技
術
抜
群
で
あ
る
と
特

攻
隊
に
編
入
さ
れ
ま
す
。
朝
鮮
の
元
山

航
空
隊
で
沖
縄
特
攻
の
命
を
受
け
、
鹿

屋
基
地
に
移
動
す
る
直
前
の
昭
和
20
年

３
月
31
日
に
、
母
に
決
別
の
手
紙
を
書

い
て
い
ま
す
。
こ
の
手
紙
は
、
日
本
の

学
徒
兵
の
遺
書
を
集
め
た
「
き
け
わ
だ

つ
み
の
こ
え
」
を
は
じ
め
、
多
く
の
遺

稿
集
や
戦
記
に
収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
市
造
さ
ん
の
手
紙
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

書
籍
に
引
用
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
日
本

特攻で亡くなった
林市造さん

●
大
正
11
年
２
月
６

日
、
福
岡
市
荒
戸
町

生
ま
れ（
享
年
23
歳
）

●
昭
和
３
年
４
月
、
宗

像
郡
吉
武
村
の
吉
武

小
学
校
入
学

●
吉
武
小
学
校
５
年
修

了
の
と
き
、
福
岡
市

に
転
居

●
昭
和
９
年
３
月
、
福

岡
市
草
ヶ
江
小
学
校

卒
業

●
そ
の
後
、
修
猷
館
中
学
、

福
岡
高
等
学
校
、
京
都
帝

国
大
学
へ
進
学

●
昭
和
18
年
12
月
、
学
徒
出

陣
で
佐
世
保
の
海
兵
団
に

入
団

●
昭
和
20
年
２
月
特
攻
隊
に

編
入

●
同
年
４
月
12
日
、
与
論
島

東
方
で
敵
艦
に
突
入
・
戦

死

　林家の墓地は、市造さんの父の出身地・徳重
にあり、納骨堂の横には、市造さんの慰霊碑と
母・まつゑさんが詠んだ悼歌の一首を刻んだ歌
碑が建っています

だ
け
で
な
く
、
海
外
の
出
版
物
に
も
母
に
宛
て
た
手
紙
が

収
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
ロ
ン
ド
ン
の
出
版
社
か
ら
刊
行
さ

れ
た
「Letters to Mother

」
で
す
。
日
本
人
だ
け
で
な

く
、
海
外
の
人
も
市
造
さ
ん
の
手
紙
に
心
を
打
た
れ
た
の

で
し
ょ
う
。

＊
特
攻
と
は
、
爆
弾
を
搭
載
し
た
航
空
機
や
爆
薬
を
装
備

し
た
高
速
艇
な
ど
で
、
敵
艦
に
乗
組
員
ご
と
体
当
た
り

す
る
戦
死
を
前
提
と
し
た
攻
撃


